
● 全建の関東ブロック会議で国と意見交換
● 県や市町村の入札参加受付11月11日から
● 県西３支部が女性交流会
● 建設フェスタ2026を開催
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Web作品 A部門 入選　『時間が眠る場所』　山口　弘

いばらき建設フォトコンテスト2025

http://www.ibaken.or.jp/
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関東甲信越地方建設業協会長会の渡邉一郎会

長（神奈川県）は「地域建設業界が地域の守り手

として、社会インフラ整備や災害復旧活動を行っ

ていくためには、担い手の確保、建設ＤＸによる

生産性の向上、安定的な経営環境の確保などさま

ざまな課題がある。意見交換会を通じて、連携が

深まり建設業界に明るい未来が訪れることを祈

念する」とあいさつ。

国交省不動産・建設経済局の須藤明夫局長は

「公共工事設計労務単価の引き上げなどの取り組

みを通じて、将来に希望が持てる魅力的な建設業

に向け、力を合わせ取り組んでいく」と述べまし

た。

全国建設業協会の今井雅則会長は「地域の守

り手として重要な役割を担う建設業を将来にわ

たって持続させていくため、担い手の確保や処遇

改善、働き方改革の推進、生産性の向上などの諸

課題に取り組み、若い世代から選ばれ、働く世代

からも魅力と誇りを感じてもらえる産業の実現

を目指していく」との考えを示しました。

◆�公共事業予算の安定的・継続的な確保につい

て（埼玉県）

◆�直轄工事における週休２日制の取り組み方

針の再考（千葉県）

◆�人材確保・育成に向けた取り組みについて

（栃木県）

◆�地域建設業におけるＤＸの推進とＡＩの活

用について（群馬県）

◆�小規模建設業者に対する歩掛などへの配慮

について（山梨県）

◆�公共建築工事における適切な積算数量につ

いて（神奈川県）

◆�世界情勢に起因する建設資材不足・価格急騰

への対応について（茨城県）

◆�低入札価格調査基準の見直しについて（長野

県）

◆�国土強靱化の推進に向けた中山間地域の建

設業の維持・存続について（新潟県）

■ 会議における各協会からの要望事項 ■

全国建設業協会（全建）による令和８年度の関東甲信越地方ブロック会議が 10 月７日、都内の経団
連会館で開催されました。本会からは「世界情勢に起因する建設資材不足・価格急騰への対応」につい
て要望し、理解を求めました。会議では国土交通省の幹部などを招き、各都県協会からの要望事項等に
ついて意見を交わしました。

各都県協会からの要望事項等について意見を交わしました

資材不足・価格急騰へ対応を
関東甲信越ブロック会議で要望
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全国建設産業団体連合会（全国建産連、石津健
光会長）の会長会議が 9 月 29 日に長崎市のホテ
ルニュー長崎で開催されました。提案議題では、
最多となる 16 府県が「公共事業予算の安定的・
持続的な確保」を国土交通省に要望。石津会長は

「地方の中小建設産業が持続可能な魅力ある産業
となるよう課題を整理し、要望活動を実施してい
く」と述べました。

第 63 回全国建設業労働災害防止大会が 10 月８
日と９日に新潟県新潟市内の朱鷺メッセ国際会議
室などで開かれ、安全衛生表彰として本会から優
良賞４社、功労賞１名、功績賞２名が受賞されま
した。受賞者は次の通りです（敬称略）。

◆優良賞＝�㈱吉田組、㈱松永工務店、
　　　　　髙塚建設工業㈱、松野建設㈱
◆功労賞＝木村晃（大昭工業㈱）
◆功績賞＝�香取松夫（大近建設㈱）、
　　　　　横田吉孝（常総開発工業㈱）

公共事業予算確保を
会長会議で国交省へ要望

全国建産連

本会の４社３名受賞
建災防全国大会・安全衛生表彰

茨城県土木部監理課は、令和９・10 年度の建
設工事入札参加資格審査の定期受け付けを 11 月
11 日～ 12 月 11 日までの期間で行います。県内
40 市町村との共同受け付けとなります。等級別
やその他評価項目は令和７・８年度から継続で
す。主な改正点として、ＩＣＴ施工の評価項目の

確認書類を拡大します。また定期受け付けとして
は、確認書類の提出先が初めて「県入札参加資格
共同受付センター」となるほか、郵送としていた
格付審査結果はペーパーレスの観点から原則、監
理課ホームページでの公表となります。

令和９･10年度入札参加資格審査11月11日～12月11日に受付
茨城県と40市町村

令和９・10 年度　茨城県建設工事格付け対象業種
業種 等級 技術者基準 許可区分 法定外労災保険 総合点数基準 発注標準金額

土木

Ｓ 12人（5人） 特定

加入

1120 点以上 4000 万円以上
Ａ 5人（2人） 900～ 1119 点 3000 万円以上 2億円未満
Ｂ 720～ 899 点 1000 万円以上 3000 万円未満
Ｃ 719点以下 1000 万円未満

建築

Ｓ 9人（5人） 特定 1040 点以上 4000 万円以上
Ａ 4人（2人） 特定 900～ 1039 点 3000 万円以上 2億円未満
Ｂ 680点～ 899 点 1000 万円以上 3000 万円未満
Ｃ 679点以下 1000 万円未満

電気
Ａ 6人 870 点以上 1000 万円以上
Ｂ 869点以下 1000 万円未満

管
Ａ 4人 740 点以上 1000 万円以上
Ｂ 739点以下 1000 万円未満

舗装
Ａ 5人 920 点以上 1000 万円以上
Ｂ 919点以下 1000 万円未満

注）　技術者基準は、直近の総合評定値通知書に記載された技術職員数の計。カッコ書きは 1級技術者数で内数
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本会をはじめとする県内の官民の建設関連団体は９月 26 日、「建設フェスタ 2026」を、ひたちなか
市の笠松運動公園の特設会場で開催しました。悪天候の中、各地から約 8500 人が来場。昨年に続き行
われたミニ上棟式では、雨雲を吹き飛ばす子どもたちの賑やかな歓声が上がったほか、建設重機ショー、
親子競演丸太切り、建設作業体験リレー、重機の試乗などに親しんでもらいました。出展した各団体は、
建設業の魅力や公共事業の必要性などを存分にＰＲしました。

ミニ上棟式が盛況

建設作業体験リレー

皆で記念撮影

スーパーボールすくい

親子共演丸太切り

建設フェスタ ２０２6開催
子どもたちに建設業の魅力を発信子子どもたちに建設設 信に建設設業の魅力を発信発信信信信信子

建設フェスタ ２０２6開催
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関東地方整備局や茨城県土木部、本会で構成す

る「茨城県ＤＸ・ｉ－ Construction 推進連絡会議」

（会長＝佐々木哲也常陸河川国道事務所長）が９

月２日に開かれ、受発注者各機関でのＩＣＴやＢ

ＩＭ／ＣＩＭの活用事例、講習会の開催など普及

に向けた情報共有と意見交換が行われました。

本会からは鶴田哲男土木委員長、高橋修一人財

開発委員長、長山朋之建設未来協議会副会長が出

席しました。

本会では、ＩＣＴ技術の普及に向けて国や県が

実施する各種支援方策に参画するほか、各種ＩＣ

Ｔ関連の講習会・研修会を開催していることを報

告。

来年１月 18 日から３日間にわたり、無人航空

機操縦士の育成講習会を常陸大宮市西部総合公

園等で開催することを話しました。ドローン操縦

基礎知識、基本飛行操作、飛行練習、座学などが

行われる予定です。

また、来年２月３日、４日には、無人航空機

安全機能証明証の取得を目的に、座学筆記試験、

実技試験、測量の基礎講習などが２日間にわたっ

て行われる予定です。

本会は９月 24 日、建設功労者顕彰碑と建設労

働災害殉職者慰霊碑が建立されている耕山寺（常

陸太田市瑞龍町）で法要を執り行いました。当日

は、石津会長をはじめ協会幹部らが参集。協会の

発展に尽力した功労者に対して感謝の祈りを捧

げるとともに殉職者を慰霊し、工事の安全と無事

故を祈願しました。

顕彰碑と慰霊碑は 1994 年（平成６年）８月に

耕山寺に建立。以来、顕彰碑には協会の発展に尽

力された方々を、慰霊碑には建設労働災害により

殉職された方々がまつられています。

石津会長は「協会発展のため、ご尽力いただい

た先達の方々に感謝の祈りを捧げた。また殉職さ

れた方々のご冥福をお祈りし、今後の無事故無災

害を祈念した」と述べています。

県内活用事例を共有 ＤＸ・ＩＣＴ技術で情報交換
県ＤＸ・ｉ－Ｃｏｎ連絡会

先達に感謝と無事故祈願 顕彰と慰霊へ法要
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知ってほしい、より安心の制度

公益財団法人　建設業福祉共済団

URL  ：  https://www.kyousaidan.or. jp/　
フリーダイヤル　0120 - 913 - 931

法定外労災
補償制度 建設共済保険

掛金負担が軽減

手厚い補償

労働者と企業のリスクをカバー
お問い合わせ

水戸支部（田口恵一郎支部長）と茨城県水戸土木
事務所（成瀬真勝所長）は９月４日、意見交換会を
水戸合同庁舎で実施しました。支部からは総合評価
方式による工事発注の拡大や設計図書の精査、発生
土の運搬先の明確化など 11 項目について、意見・要
望。田口支部長は「発注者、施工者双方の立場を踏
まえながら、忌憚のない意見交換を行い、有意義な
会にしたい」とあいさつしました。

水戸支部（田口恵一郎支部長）は９月 11 日、「愛
の献血会」を水戸市の県建設技術研修センターで開
催しました。44 回目となる今回は、会員企業の従
業員ら 134 人が協力し貴重な血液を提供。田口支部
長は「毎年多くの人に参加してもらい感謝している。
特に若手技術者・社員の参加にはありがたく思う。
こうした活動を続けることが大切。今後も支部とし
て継続して協力していきたい」と話しました。

竜ケ崎支部（細谷武史支部長）は９月７日、献血
ボランティア活動を実施しました。支部会員および
龍ケ崎市建設業組合会員合わせて約 80 人が献血に
協力。また会場では令和８年熊本地震・令和８年８
月千葉豪雨災害義援金の募金活動も合わせて行いま
した。細谷支部長は「全国各地で自然災害が多発し
ている中、できる時にできる範囲で地域貢献活動を
続けたい」と、開催の意義を語っています。

鉾田支部（羽生義隆支部長）は９月 15 日、安全衛
生大会を鉾田支部会館にて開催しました。会員ら約
80 人が出席し、講話やスローガンを通じて安全意識
を再確認しました。冒頭、羽生支部長が「災害時に
最前線で活動する地域の守り手として、建設業の役
割は年々大きくなっている。大会を機にさらなる安全
衛生活動に取り組み、誰もが安心安全で快適に働け
る職場づくりを」とあいさつしました。

水水水水水戸戸戸戸支支支支支部部部部部水水水水戸戸戸戸支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
水戸支部
活動報告
水戸支部
活動報告

意見交換会で
現場課題共有

献血活動を実施水戸支部水戸支部 竜ケ崎支部竜ケ崎支部

鉾鉾鉾鉾鉾田田田田支支支支支部部部部部鉾鉾鉾鉾田田田田支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
鉾田支部
活動報告
鉾田支部
活動報告

令和８年度
安全衛生大会開く

水
戸
支
部

竜
ケ
崎
支
部



【水戸土木事務所長表彰】
◆渡邊知久（㈱大貫工務店）
◆大谷光嗣（㈱サトウ塗工社）
◆長尾博士（昭和建設㈱）
◆石渡　仁（高橋建設工業㈱）
◆照山新悟（田口建設工業㈱）
◆小池良一（㈲小池工務店）
◆千葉雄紀（仙波建設㈱）
◆松本幸夫（㈱拓実）
◆白土　聡（㈱小林工業）
◆福田絵里菜（㈱沼田機業）
◆秋山和仁（宇野建設工業㈱）
◆工藤浩司（㈱涸沼建設工業）
◆石井　知（㈱柳田組）
◆吉井仁志（㈲東海組）
◆大貫禎影（㈱大貫工務店）
◆矢口　大（㈱綿正工務店）

【潮来土木事務所長表彰】
◆安養寺光（松崎建設㈱）
◆野毛勇作（水郷建設㈱）
◆大原栄一（㈱郡司建設）
◆石津松吾（石津産業㈱）
◆今泉隆弘（㈱松崎土木）
◆髙橋岩男（㈱飛田工務店）
◆山上智司（三光建設㈱）
◆前野友希（㈱大平工業）
◆宮川大地（㈱ホソヤ工務店）
◆大川雅司（㈱菱木土建）

【筑西土木事務所長表彰】
◆中島純一（㈱川田建材工業）
◆奥谷正城（白田工建㈱）
◆横内真文（㈱柴建設）
◆山中有人（古沢建設㈱）
◆酒寄翔太（㈱アロウズ）
◆磯　大樹（㈱小倉工務店）
◆増山裕一（㈱ワイエスケイ）
◆佐谷大樹（小貫建設㈱）
◆中村和雄（飯田建設興業㈱）
◆吉田和代（大和土建㈱）
◆鬼澤将隆（総合開発協同組合）
◆落合光夫（㈱仁平工務店）

【常陸太田工事事務所】
◆本多　誠（㈱梅原工務店）
◆鈴木康之（㈱井坂組）
◆小田倉益実（㈱岡田建設）
◆生田目勝義（㈲生田目工務店）
◆石井　智（㈲石井建設）

※現場代理人感謝状
◆櫻井信市（㈱水府工務店）
◆古市　彰（㈱後藤工務店）
◆岩佐宗則（㈱根本工務所）
◆綿引章浩（㈱岡田建設）
◆久具謙吾（㈲飛田組）

【鉾田工事事務所長表彰】
◆伊東優考（㈱伊東建設）
◆根﨑　亮（㈱根崎工務店）

◆鈴木　要（㈱栗原工務店）
◆田口一樹（藤枝建設㈱）
◆鈴木恭祐（㈲鈴木工務店）
◆大川真佐実（鬼澤建設㈱）
◆髙田敏志（㈱羽生工務店）
◆田中淳一（㈱田中工務店）
◆森川　浩（藤﨑建設工業㈱）
◆田口正人（㈱内田建設）
◆新堀進也（㈱新堀産業）
◆菅谷よう子（㈲菅谷工務店）
◆吉川菊世（㈱光建）
◆亀井泰成（㈱田口建設工業）
◆土子卓也（㈲土子建材）

【境工事事務所】
◆中村なおみ（㈲中村組）
◆鈴木徳夫（小沢道路㈱）
◆平井一嘉（㈱新井建設工業）
◆荒川和輝（㈱福島工務店）
◆山下祐史（山下工業㈱）
◆竹村　昇（加藤建設工業㈱）
◆石原哲夫（㈱幸土）
◆宇都木和廣（宇都木建設㈱）
◆横島義勝（森田建設工業㈱）
◆高野博文（㈱タカノ重機土木）
◆青木康裕（㈱野口組）
◆新井一徳（中和建設㈱）
◆田鎖由也（㈱丸健工業）
◆吉澤康章（㈱山広建設）
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建設業労働災害防
止協会茨城県支部（石
津健光支部長）など
県内の労働災害防止
団体による令和８年
度茨城県産業安全衛
生大会の各種表彰が、
10 月２日に水戸市のザ・ヒロサワ・シティ会館で執り行わ
れました。

主な受賞者は次の通りです（敬称略）。
◆茨城労働基準協会連合会長表彰（事業場賞）
　　　　＝常総開発工業㈱（神栖市）
◆建設業労働災害防止協会県支部長表彰
・事業場賞＝�大城建設㈱（北茨城市）、野上建設㈱（常陸

大宮市）、㈱赤塚土木興業（つくばみらい市）、
栗山工業㈱（美浦村）、㈱波崎建設（神栖市）

・現 場 賞＝�山下工業㈱（境町）、瀬谷建設㈱（常陸太田市）
・功 績 賞＝�大曽根理一郎（㈱大曽根建設、ひたちなか市）、

川田秀樹（㈱川田建材工業、筑西市）、羽子田
弘之（㈱高田工業所鹿島事業所、神栖市）

・職 長 賞＝齋藤成久（㈱藤田工務店、大子町）

茨城県技術者表彰受賞者 （９月表彰分）
※受賞者（企業名）
　敬称略

令和８年度

本会は８月 28 日、土木建築関係の学科を有する県
立高校の教員 14 名を対象とした現場見学会を、鉾田・
大洗広域事務組合の「新ごみ処理施設建設工事現場」
で実施しました。高校生の進路指導などを行う教員
たちに、社会資本整備の重要性や建設業の役割につ
いて理解を深めてもらい、生徒指導などに役立てて
もらうため毎年開催しています。

高校教諭が現場見学
生徒進路指導の参考に

労災防止の功労者を表彰
県産業安全衛生大会
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会員の動向
〈代表者変更〉

▽常陸大宮支部
　橋本建設㈱　橋本　直行 → 橋本　将一
▽鉾田支部
　塚本建設㈱　塚本　正延 → 白川　勝彦
　㈱根崎工務店　根﨑　茂 → 根﨑　亮

〈住所変更〉
▽鉾田支部
　塚本建設㈱　〒311－3508　行方市沖洲178 → 

〒311-3508　行方市沖洲905-1

建退共茨城県支部

建設業退職金共済事業茨城県支部
独立行政法人 勤労者退職金共済機構

茨城県支部ホームページ

詳しい情報はこちら
全面的にリニューアルしました。

https://www.kentaikyo-ibaraki.com/

水戸市大町3-1-22（茨城県建設センター内）

県西地区３支部（境支部、常総支部、筑西支部）

の会員企業に所属する女性職員が意見交換など

を行う「３支部女性交流会」が９月８日、常総支

部で開催されました。日頃の活動や課題などにつ

いて意見交換を行うとともに「女性社員として、

仕事をしていて感じること」をテーマとしたグ

ループディスカッションなどを通じて女性同士

の交流を深め合いました。

境支部の新井孝支部長は「３支部は、これまで

交流会や懇親会、ゴルフコンペなどで親睦を深め

つつ切磋琢磨してきた」とあいさつ。

常総支部の中川原勇支部長は「現場や事務な

ど、職種はさまざまかと思うが、それぞれの立場

で、楽な気持ちで交流会を楽しんでいただきた

い」と話しました。

　筑西支部の白田唯雄支部長は「この交流会が

労働環境の改善などにつながることもある。ぜひ

有意義な時間を過ごしてほしい」と述べました。

女性職員の交流会開く やりがいや悩み意見交換
県西３支部
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